


「Bone Matrix Ⅰ」はマクロ孔（100 ～ 500μm）とミクロ孔（10μm以下）
が連通した、多孔体構造を有しています。マクロ孔は多くの血液を貯留し、
ミクロ孔では細胞液を取り込み、顆粒内で血液と細胞液が満たされる骨
形成環境をつくり出しています。
また、顆粒表面にはCelike®というメガジェン独自の表面処理を施して
おり、骨芽細胞が付着しやすい表面性状として、新生骨の形成を効率的
にサポートしています。

細孔の表面積が広い多孔体構造は血液が侵入しやすく、
高い血液湿潤性を備えているため、豊富な血液が骨造成部へ行き渡り、
細胞増殖を活性化。スピーディーな新生骨形成を実現し早期の骨再が期
待できます。 
「Bone Matrix Ⅰ」の顆粒が入った容器に水溶性インクを流し込むテスト
では、容器の底近くまで容易に浸み込み、親水性（＝血液湿潤性） の
高さを示しています。


